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市民活動に関するアンケート調査 

ご協力のお願い 
 

市民の皆様には、日頃は、市行政にご理解、ご協力くださいまして誠にありがとうござ

います。 

さて、豊川市では多様化・複雑化する市民ニーズに的確に対応するため、豊川市に関わ

る市民や事業者などと行政で“知恵と力”を出し合い、一緒にまちづくりに参加する市民

協働を推進する必要があります。 

そこで、「地域と行政がしっかりと支えているまち」を目標に掲げ、一緒にまちづくり

を進めるために必要なルールや施策などをまとめた「とよかわ市民協働推進計画」に基づ

き協働のまちづくりに取り組んでいます。 

このたび、とよかわ市民協働推進計画の計画期間が 2025年度までとなっており、計画

を更新するための基礎資料として、ボランティア・市民活動団体の意識や協働に対する意

見を取り入れて行う必要があり、アンケート調査を行うこととしました。 

この調査は、豊川市にお住まいの 18歳以上の方の中から無作為に男女各 1,000人の方

を選び実施するものです。ご回答は全て無記名で、調査結果は統計的に処理しますので、

個人が特定されることはありません。 

お忙しいところ誠にお手数ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

令和６年 10月 
豊川市長 竹本 幸夫 

 

 

 

 

 

 

 

■回答方法 「Ｗｅｂ(スマートフォン・PC)」か「紙」のどちらかを選択ください 

 

 

 

 
 

重要：「Ｗｅｂ(スマートフォン・ＰＣ)」「紙」のいずれか一方のみで回答をしてください 
  

■お問い合わせ 

内容などで、ご不明な点や疑問な点などありましたら下記までお問い合わせください。 

豊川市役所 市民部 市民協働国際課 市民協働係 担当：鈴木、清川、仲吉 

電話 ０５３３－８９－２１６５ 

「市民活動」とは・・・市民自らが、自分たちの住むまちを良くしようとするために、自発的に行う

活動をいい、町内会活動、ボランティア活動、社会貢献活動、ＮＰＯ活動な

どがあり、個人で行うものもあれば、グループや団体を組織して活動するな

ど、様々な活動方法があります。 

例）地域の交通防犯活動、清掃活動、子育て支援活動、福祉活動など 

「紙」にて回答される方➡本アンケート用紙に記入して回答 

「Ｗｅｂ(スマートフォン・ＰＣ)」にて回答➡Ｗｅｂサイトから回答 裏面に進み Web回答ください 

３ページに進み回答ください 
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■ご記入上のお願い 

・ご回答は、封筒の宛名のご本人にお願いします。 

・令和６年１０月１日現在でご入力ください。 

・あなたご自身のお考えに合う項目を選び、その番号を☑で囲んでください。回答数は、各設問に

（○は１つ）、（○は３つまで）など、指定してありますので、それに従ってご回答ください。 

・お答えで「その他」を選んだ場合、その他の下の入力欄に直接ご入力ください。 

・設問によっては、特定の方に答えていただくものがありますので、その説明に従ってください。 

 

■回答システムへのアクセス 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ご回答について 

回答システムへの回答は、令和６年１０月３１日（木）までに申込みボタンにより回答を終えてくだ

さい（途中保存は令和６年１１月１日（金）以降に無効となります）。 

 

  

Ｗｅｂ(スマートフォン・ＰＣ)」で回答➡Ｗｅｂサイトから回答 「紙」で回答をしないでください 

 

上記の URL、あるいは右の「二次元バーコード」からアクセス 
 
 

①入力画面が表示される 
 

②入力を繰り返して順次回答を進める 
※回答の途中でデータ保存をすることが可能です 

 
③最後に表示される確認ボタンをクリックして内容に間違いがないかを確認する 

 
④申込みボタンをクリックして回答を送信し登録して終了する 

  
 

サンプル 

＜最初の画面＞ ＜順次回答を進め 

最後に「申込みボタン」をクリック＞ 

※回答途中でデータ 
の保存が可能です 

サンプル 
サンプル 

URL https://www.shinsei.e-aichi.jp/city-toyokawa-aichi-u/offer/offerList_detail?tempSeq=〇〇〇 サンプル 

サンプル 

＜終了の画面＞ 

https://www.shinsei.e-aichi.jp/city-toyokawa-aichi-u/offer/offerList_detail?tempSeq=
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■ご記入上のお願い 

・ご回答は、封筒の宛名のご本人にお願いします。 

・令和６年１０月１日現在でご記入ください。 

・あなたご自身のお考えに合う項目を選び、その番号を○で囲んでください。回答数は、各設問に（○

は１つ）、（○は３つまで）など、指定してありますので、それに従ってご回答ください。 

・お答えで「その他」を選んだ場合、（ ）の中に、具体的にご記入ください。 

・設問によっては、特定の方に答えていただくものがありますので、その説明に従ってください。 

 

■ご返送について 

ご回答いただいた調査票を同封の返信用封筒に入れて、令和６年１０月３１日（木）までに郵便ポス

トへご投函ください（切手は不要です）。 

 

 

「紙」での回答をする場合は以下から回答をはじめてください 

問１ あなたご自身のことについてお聞かせください。 

（１）あなたの年齢は 

（○は１つ） 

 １．１０歳代     ２．２０歳代     ３．３０歳代 

 ４．４０歳代     ５．５０歳代     ６．６０歳代 

 ７．７０歳代以上 

（２）あなたのお住まいは（小学校区でお答えください） 

（○は１つ） 

 １．豊川小学校区    ２．東部小学校区    ３．桜木小学校区 

 ４．三蔵子小学校区    ５．千両小学校区    ６．牛久保小学校区 

 ７．中部小学校区    ８．八南小学校区    ９．平尾小学校区 

 10．国府小学校区    11．桜町小学校区    12．御油小学校区 

 13．天王小学校区    14．代田小学校区    15．金屋小学校区 

 16．豊小学校区     17．一宮東部小学校区   18．一宮西部小学校区 

 19．一宮南部小学校区   20．萩小学校区     21．長沢小学校区 

 22．赤坂小学校区    23．御津北部小学校区   24．御津南部小学校区 

 25．小坂井東小学校区   26．小坂井西小学校区   27．小学校区が分からない 

（３）あなたのご職業は 

（○は１つ） 

 １．会社員          ２．自営業、家業 

 ３．公務員          ４．専業主婦・専業主夫 

 ５．パートタイマー、内職、アルバイト   ６．学生 

 ７．無職          ８．その他 

紙で回答➡回答用紙に直接記入➡返信用封筒に封入し郵送 「Web」で回答をしないでください 
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問２ あなたは市民や地域のために自らが行う手助けや改善の取組みである「市民活動」
という言葉を知っていましたか。 

（○は１つ） 

１．内容まで知っていた 

２．言葉は知っていたが、内容まで知らなかった 

３．知らなかった 

問３ あなたは市民活動とはどのような活動であると思いますか。 

（○は３つまで） 

 １．気軽にできる活動である      ２．自発的・自主的な活動である 

 ３．多くの人と交流ができる活動である   ４．自分の経験や知識技能を活かすことが 

 ５．人間性を豊かにすることができる活動である   できる活動である 

 ６．自分を成長させる活動である     ７．充実感や満足感を得られる活動である 

 ８．時間に余裕のある人が行う活動である  ９．無償で行う奉仕活動である 

 10．自己犠牲を伴う活動である     11．人や社会のために役立つ活動である 

 12．使命感を伴う活動である      13．経験や知識が必要な活動である 

 14．わからない 

 15．その他（具体的に：                  ） 

問４ あなたは市民活動がどの程度社会に役立っていると思いますか。 

（○は１つ） 

 １．大いに役立っている       ２．ある程度役立っている 

 ３．どちらとも言えない       ４．あまり役立っていない 

 ５．全く役立っていない       ６．わからない 
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問５ あなたは多様化する市民生活のニーズに対し、今後において特に重要となる市民
活動はどんな分野の活動であると思いますか。 

（○は５つまで） 

 １．保健・医療又は福祉の増進を図る活動 

 ２．社会教育の推進を図る活動 

 ３．まちづくりの推進を図る活動 

 ４．観光の振興を図る活動 

 ５．農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 

 ６．学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

 ７．環境の保全を図る活動 

 ８．災害救援活動 

 ９．地域安全活動 

 10．人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

 11．国際協力の活動 

 12．男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

 13．子どもの健全育成を図る活動 

 14．情報化社会の発展を図る活動 

 15．科学技術の振興を図る活動 

 16．経済活動の活性化を図る活動 

 17．職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

 18．消費者の保護を図る活動 

 19．前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 

 20．前各号に掲げる活動に準ずる活動として都道府県又は指定都市の条例で定める活動 

 21．その他（具体的に：                  ）  

 22．わからない 

問６ あなたは市民活動に関心がありますか。 

（○は１つ） 

 １．とても関心がある       ２．ある程度関心がある 

 ３．どちらとも言えない       ４．あまり関心はない 

 ５．全く関心がない 

問７ あなたは市民活動に参加していますか。 

（○は１つ） 

 １．現在、活動に参加している      （→問８へ） 

 ２．過去に参加したことはあるが、現在はしていない （→問 16 へ） 

 ３．今まで参加したことがない      （→問 16 へ） 
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問７で、「１．現在、活動に参加している」に○をつけた方にお聞きします。 

問８ あなたが市民活動を始めたきっかけは何ですか。 

（○はいくつでも） 

 １．自分の自発的な意思で 

 ２．家族や知人にすすめられて 

 ３．職場の上司や同僚などにすすめられて 

 ４．町内会、ＰＴＡ、子ども会などの呼びかけがあって 

 ５．社会福祉協議会の主催する講座を通じて 

 ６．市の主催する講座を通じて 

 ７．ボランティア・市民活動団体の呼びかけなどにより 

 ８．新聞やテレビなどの報道で知って 

 ９．インターネット 

  各種 SNS:Facebook、X（旧 Twitter）、LINE、Instagram など）や web サイト（HP や Google 

  などの検索サイトなど）で調べて 

 10．その他（具体的に：                  ） 

問９ あなたの行っている市民活動はどんな分野の活動ですか。 

（少しでも関係のあるものに○をいくつでも） 

 １．保健・医療又は福祉の増進を図る活動 

 ２．社会教育の推進を図る活動 

 ３．まちづくりの推進を図る活動 

 ４．観光の振興を図る活動 

 ５．農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 

 ６．学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

 ７．環境の保全を図る活動 

 ８．災害救援活動 

 ９．地域安全活動 

 10．人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

 11．国際協力の活動 

 12．男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

 13．子どもの健全育成を図る活動 

 14．情報化社会の発展を図る活動 

 15．科学技術の振興を図る活動 

 16．経済活動の活性化を図る活動 

 17．職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

 18．消費者の保護を図る活動 

 19．前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 

 20．前各号に掲げる活動に準ずる活動として都道府県又は指定都市の条例で定める活動 

 21．その他（具体的に：                  ） 
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問 10 あなたは市民活動に参加する際の情報は主にどこで手に入れましたか。 

（○は３つまで） 

 １．インターネット 

  各種 SNS：Facebook、X（旧 Twitter）、LINE、Instagram など）や web サイト（HP や Google 

  などの検索サイトなど） 

 ２．新聞・テレビ・ラジオ・雑誌など 

 ３．広報紙や回覧板 

 ４．ボランティア・市民活動団体が発行した機関紙やパンフレット、ポスターなど 

 ５．文化会館や勤労福祉会館などの公共施設の掲示板など 

 ６．とよかわボランティア・市民活動センタープリオ 

 ７．とよかわボランティア・市民活動センターウィズ（豊川市社会福祉協議会） 

 ８．家族や知人から 

 ９．職場の上司や同僚から 

 10．その他（具体的に：                  ） 

問 11 あなたは市民活動を主にどこで行っていますか。 

（○は３つまで） 

 １．団体専用の施設 

 ２．とよかわボランティア・市民活動センタープリオ 

 ３．とよかわボランティア・市民活動センターウィズ（豊川市社会福祉協議会） 

 ４．文化会館や勤労福祉会館、図書館などの公共施設 

 ５．地区市民館、生涯学習センターなどの地域の公共施設 

 ６．町内会所有の集会所 

 ７．公園、河川、広場、路上など 

 ８．障害者・高齢者施設や病院などの福祉・医療関係施設 

 ９．保育園、幼稚園、学校など 

 10. ボランティア・市民活動団体が所有する事務所・施設 

 11．自分や関係者の会社や勤務先の会議室など 

 12．自分や友人などの個人宅 

 13．ショッピングセンターや観光施設など人の集まるところ 

 14．企業の施設 

 15．その他（具体的に：                  ） 

問 12 あなたは市民活動をどのくらいの頻度で行っていますか。 

（○は１つ） 

 １．ほぼ毎日 

 ２．週に１～２回程度 

 ３．月に１～２回程度 

 ４．２ヶ月に１回程度 

 ５．半年に１～２回程度 

 ６．年に１～２回程度 

 ７．その他（具体的に：                  ） 
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問 13 あなたが市民活動を行って良かったと感じられたことは何ですか。 

（○は３つまで） 

 １．多くの人たちと交流ができ、友人を得ることができた 

 ２．活動の大変さがわかり、貴重な体験ができた 

 ３．人に感謝されて喜びを感じることができた 

 ４．活動そのものが楽しかった 

 ５．活動の重要性が認識できた 

 ６．生きがい・やりがいなど充実感を得ることができた 

 ７．知識や技術を習得することができた 

 ８．特にない 

 ９．その他（具体的に：                  ） 

問 14 あなたはボランティア・市民活動団体など、いくつのグループに属していますか。 

（○は１つ） 

 １．1 つの団体に所属している 

 ２．複数の団体に所属している 

 ３．所属していない 

問 15 あなたが活動をしていく上で困っていることがありますか。 

（○は３つまで） 

 １．活動の時間がとれない 

 ２．個人に金銭の負担がある 

 ３．人間関係が難しい 

 ４．一緒に活動する仲間がいない 

 ５．活動する上でアドバイザー（助言者）がいない 

 ６．健康上の理由がある 

 ７．家族の理解が得られない 

 ８．職場の理解が得られない 

 ９．地域の理解が得られない 

 10．意識の低下や興味が薄れていく 

 11．組織づくりと、組織を維持していくことが難しい 

 12．活動する拠点や事務局の機能がない 

 13．事業を行うのに経済的に苦しい 

 14．参加者が増えない 

 15．交流や情報が少ない 

 16．活動がマンネリになっていく 

 17．ICT の活用方法（ICT の活用の例:各種 SNS（Facebook、X（旧 Twitter）、LINE、Instagram 

   など）や web サイト（HP）を用いた情報発信など 

 18．特にない 

 19．その他（具体的に：                  ） 

 

次は問 18 へ 
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問７で、「２．過去に参加したことはあるが、現在はしていない」又は「３．今まで参加したことがない」

に○をつけた方にお聞きします。 

問 16 あなたが市民活動に参加していない理由は何ですか。 

（○は３つまで） 

 １．参加の仕方が分からないから 

 ２．忙しくて時間がないから、なくなったから 

 ３．きっかけや機会がなかったから、なくなったから 

 ４．自分にできる自信がなかったから、なくなったから 

 ５．市民活動に興味や関心がなかったから、なくなったから 

 ６．一緒に活動する仲間がいなかったから、いなくなったから 

 ７．身近にすすめてくれる人がいなかったから、いなくなったから 

 ８．健康上の理由でできないから、できなくなったから 

 ９．金銭的な負担を伴うから 

 10．家族の理解が得られないから、得られなくなったから 

 11．職場の理解が得られないから、得られなくなったから 

 12．活動の目的を果たしたから、また、任期や必要な期間が終わったから 

 13．特に理由はない 

 14．その他（具体的に：                  ） 

問 17 あなたが今後市民活動に参加するなら、どんな活動に参加したいと思いますか。 

（○は３つまで） 

 １．保健・医療又は福祉の増進を図る活動 

 ２．社会教育の推進を図る活動 

 ３．まちづくりの推進を図る活動 

 ４．観光の振興を図る活動 

 ５．農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 

 ６．学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

 ７．環境の保全を図る活動 

 ８．災害救援活動 

 ９．地域安全活動 

 10．人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

 11．国際協力の活動 

 12．男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

 13．子どもの健全育成を図る活動 

 14．情報化社会の発展を図る活動 

 15．科学技術の振興を図る活動 

 16．経済活動の活性化を図る活動 

 17．職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

 18．消費者の保護を図る活動 

 19．前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 

 20．前各号に掲げる活動に準ずる活動として都道府県又は指定都市の条例で定める活動 

 21．その他（具体的に：                  ） 

 

次は問 18 へ 
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●みなさんにお聞きします。 

問 18 あなたは ICT の活用の推進が今後の市民活動に必要なものと思いますか。（ICTの
活用の例：各種 SNS（Facebook、X（旧 Twitter）、LINE、Instagramなど）や web
サイト（HP）を用いた情報発信など） 

（○は１つ） 

 １．必要である （問 19 へ） 

 ２．必要でない （問 20 へ） 

 ３．わからない （問 20 へ） 

 問 18 で、「１．必要である」に○をつけた方にお聞きします。 

問 19 あなたは ICT の利活用により、どのような改善があると思いますか。 

（○はいくつでも） 

 １．活動内容やイベント情報などを容易に発信することができる 

 ２．市民活動に関する意見収集が行いやすくなる 

 ３．市民活動をするメンバー間の連絡が効率化し迅速な意思決定が進む 

 ４．市民活動をするメンバー間の情報共有が効率化し活動内容の改善が進む 

 ５．さまざまな市民活動団体の連携が進み、新たな市民活動が生まれる 

 ６．その他（具体的に：                  ） 

 

次は問 20 へ 

 

●みなさんにお聞きします。 

問 20 あなたは今後この地域で市民活動が盛んになるためには、どんな方策が必要だと
思いますか。 

（○は３つまで） 

 １．活動に必要な知識、情報の提供 

 ２．学校でのボランティア教育の推進 

 ３．意識を高めるための広報、啓発 

 ４．市民活動相談窓口の充実 

 ５．活動拠点の整備や活動場所の確保 

 ６．講演会やセミナー、学習会の開催 

 ７．リーダー（指導者）やアドバイザー（助言者）、コーディネーター（調整者）の育成 

 ８．市民活動の社会的評価の向上 

 ９．ボランティア休暇や休暇制度の普及 

 10．市民活動の活動者や団体への経済的支援 

 11．活動者同志の交流や情報交換の促進 

 12．市民活動の組織化やＮＰＯ法人化への支援 

 13．ＮＰＯ法人への寄付による税優遇措置 

 14．市民活動は自主的な活動なので、何もしなくてよい 

 15．わからない 

 16．その他（具体的に：                  ） 
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問 21 あなたは市民活動などを支援し、市民活動の情報の受発信を行う「とよかわボラ
ンティア・市民活動センタープリオ」（プリオビル４階）又は「とよかわボランテ
ィア・市民活動センターウィズ」（豊川市社会福祉協議会３階）を利用されたこと
はありますか。 

（○は１つ） 

 １．利用したことがある 

 ２．知ってはいるが、利用したことはない 

 ３．知らない 

問 22 市民活動に関するさまざまな情報が発信されています。あなたはこれらの情報を
見たことがありますか。 

（見たことがあるものに○はいくつでも） 

 １．とよかわボランティア・市民活動センターだより（広報折込） 

 ２．とよかわボランティア・市民活動センターホームページ（http://senta-prio.jp/） 

 ３．豊川市ホームページ「市民活動・ＮＰＯのページ」 

   (http://www.city.toyokawa.lg.jp/kurashi/shiminkatsudo/index.html) 

 ４．東三河市民活動情報サイト「どすごいネット」(http://www.genki365.com/dosugoi/） 

 ５．豊川市社会福祉協議会のホームページ(http://toyokawa-shakyo.or.jp) 

 ６．市民活動に関する各種 SNS（Facebook、X（旧 Twitter）、LINE、Instagram など）や 
  web サイト（HP など） 

 ７．図書館などの公共施設で配布されているボランティア募集などのチラシ 

 ８．民間が発行するフリーペーパー 

 ９．その他（具体的に：                  ） 

問 23 あなたは企業が社会貢献活動を行うことに期待しますか。 

（○は１つ） 

 １．期待する   （→問 24 へ） 

 ２．期待しない   （→問 25 へ） 

 ３．どちらともいえない （→問 25 へ） 

 

問 23 で「１．期待する」に○をつけた方にお聞きします。 

問 24 あなたは企業の社会貢献活動として、どのようなことに期待をしますか。 

（○はいくつでも） 

 １．寄付金、助成金など資金面での支援 

 ２．企業所有の施設（会議室やスポーツ施設、倉庫など）の開放など場所の提供 

 ３．企業特有の技術、ノウハウの提供 

 ４．社員を活動に参加させるなど人的協力 

 ５．その他（具体的に：                  ） 

 

次は問 25 へ 
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●みなさんにお聞きします。 

 

 

 

 

 

問 25 あなたは「協働」という言葉を聞いて、どのようなイメージをしますか。 

（○はいくつでも） 

 １．市民活動団体、事業者及び行政がそれぞれの特徴を生かし、協力し活動すること 

 ２．市民活動団体、事業者が主催する公共性、公益性の高い活動に行政が後援すること 

 ３．市民活動団体、事業者及び行政が共に実施主体となって活動を行うこと 

 ４．公共性や公益性が高い活動に、費用の一部を支援すること 

 ５．行政が行うべき事業を依頼する委託契約のうち、市民活動団体又は事業者と協力すること 

 ６．特にない 

 ７．その他（具体的に：                  ） 

問26 市では、ボランティア・市民活動団体と協働して、講座やイベントの開催、子育て
支援や河川環境美化活動、防犯ボランティア活動を実施するなど「市民協働のま
ちづくり」を推進しています。あなたは「協働」という言葉を聞いたり、協働して
活動をしたことはありますか。 

（○は１つ） 

 １．聞いたことがあるが活動したことはない 

 ２．活動したことがある（具体的に：               ） 

 ３．聞いたことも活動したこともない 

問 27 あなたは市民協働のまちづくりは進んでいると思いますか。 

（○は１つ） 

 １．進んでいる         ２．ある程度進んでいる 

 ３．あまり進んでいない       ４．ほとんど進んでいない 

 ５．わからない 

  

「協働」・・・市民、企業、市が共通の目的に対し、対等な立場で協力しながら活動することをいいま

す。協働は必ずしも市民と市、企業と市が行う取組みだけでなく、町内会と市民活動団

体、企業と市民活動団体などの協働も考えられます。 
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問 28 あなたが協働で取り組んだほうがよいと思われる“まちづくり”の活動はどれで
すか。 

（○は５つまで） 

 １．保健・医療又は福祉の増進を図る活動 

 ２．社会教育の推進を図る活動 

 ３．まちづくりの推進を図る活動 

 ４．観光の振興を図る活動 

 ５．農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 

 ６．学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

 ７．環境の保全を図る活動 

 ８．災害救援活動 

 ９．地域安全活動 

 10．人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

 11．国際協力の活動 

 12．男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

 13．子どもの健全育成を図る活動 

 14．情報化社会の発展を図る活動 

 15．科学技術の振興を図る活動 

 16．経済活動の活性化を図る活動 

 17．職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

 18．消費者の保護を図る活動 

 19．前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 

 20．前各号に掲げる活動に準ずる活動として都道府県又は指定都市の条例で定める活動 

 21．その他（具体的に：                  ） 

問 29 あなたは市民活動と市との関係のあり方について、どのようにお考えになります
か。 

（○は１つ） 

 １．市は、市民活動に積極的に関わるべきである 

 ２．市は、市民活動の自主性を尊重しながら、関わるべきである 

 ３．市民活動は、自主的かつ自立的に行う活動であり、市は関わるべきでない 

 ４．わからない 

問 30 あなたは市民協働のまちづくりを進めるにあたり、市民ができることはどのよう
なことだと思いますか。 

（○は１つ） 

 １．市政や地域活動情報の積極的な収集 

 ２．地域の課題を話し合う場づくり 

 ３．活動したいことを提案し発信していくこと 

 ４．地域活動の内容の積極的なＰＲ 

 ５．活動をひっぱるリーダーの育成 

 ６．その他（具体的に：                  ） 
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問 31 あなたは市民が協働でまちづくりを行うことで、どのようなことに期待しますか。 

（○は３つまで） 

 １．事業内容の充実 

 ２．先駆的・個別的な課題への取組 

 ３．経費の削減 

 ４．専門性の高まり 

 ５．自立的な地域社会の活性化（自治意識の高まり） 

 ６．雇用機会の拡大 

 ７．生きがいや仲間づくりの機会の提供 

 ８．市民のまちづくりへの参画意識の高まり 

 ９．わからない 

 10．その他（具体的に：                  ） 

 

＜あなたの市民活動に対する自由なご意見や体験談などをお書きください＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。 

ご協力、大変ありがとうございました。 

 

この用紙を返信用封筒に入れ、令和６年１０月３１日（木）までに郵便ポストにご投函いただき

ますようお願いします。 


